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(虎　紙)
【古巣】粘液形貴ごとの分類ではgr叩p Aには胃整形窯を男尊しているものはな<、 14/15例
(93.3%)が完全虜型であった。また酢oup Bの3/10例(30%)は胃整形葺を発境しており. 5/10僻
は完全腸壁であった。 group Cの21/24例中(87.5%)は胃壁形質を発執しており、 1伯4僻のみが完
全腸型であった。
分化の壇性PP)と増殖細胞群押印による分類では、 group Aの完全原型14例はすべて増穂細胞
帯を保持していた(DP-/PZ+). G:脚up Bにおいては,胃型形質を有している3例すべて分化の竜
也と増殖細胞帯を保挿して怠り(DP+/PZ+)、完全原型の5例は増殖細胞苛を保持していた
(DP-/PZ+)。 Group Cの胃壁形質を有する10/21例は完全胃要、 ll/21例は胃腸混合型であった.
完全胃型の4/10例がDP+/PZ+、 3/10例がDP+/PZ-, 3/10例がDP-/PZ-であり、胃腸混合型の
3/11例がDP+/PZ+、 3/11例がDP+/PZ-, #11例がDP・肱であった。さらにgroup Cにおける
胃型形質を有する13/21例(61.9%)が分化の轟健を保持している<pp+)こととなる。
サイズによる分類では完全勝型の庸膿においてはgroup Bの5例の平均最大径(12.2土2.血血)
はgroupAの14例の平均最大徒(4.9土0.8mm)より有意に大きかった04.α打功.胃型形質を有
する脚においてはgroup BのDP+ 3例の平均最大毎は4.3士0.9mm、 group CのDP+の13
例の平均最大庫は8.1士1.4mmであり、 group Cのほうが大きい績向にある{P=O.i均.またgrou
cのDP十の6/13例は5mm以下の傭小の膿膿であった。　　　　　　　　'
【考察】胃型及び加勢膿dFの両方において,それぞれ奄小病変が存在し、それぞれの独立した系
辞より発生していると考えられる.
胃型形質を有する群oup Bの3例全てと,騨oup Cの5mm以下の微小な胃型形質農醇の8例
l
中6例には、胃固有独族と同様の分化の極性が保持されている成分を罷め挺.これらの胃型形質
を有する腫癖の大部分はゐno帽に発生すると考えられるが、胃腸混合型の握痛は胃型形質の上
に長い自然史の閥で勝型形質が蓄積したと考えられる。一方、 group Cの胃型形質を有する慮痛
においては、組織学的にgroup Bと区別できない構造成分を醒めるものも嘩少数存在した.今回
は,胃型の低異軽度腺膿である幽門廉廉膿は含まれていなかったが、幽門膿腺膿は
adenoma-carcinoma sequenceで発賭することが報告されている。よって胃型形質を有する塵癌
は大部分が胃固有粘膜より血DO叩に発癌し、一部は腺積より派生するものもある七考えられた。
group Aの宛全勝型の腰痛の全てとgroup Bの50%に見られる完全庸型膿膿は増殖努が存在す
る成分(Pz十)があり、 group Bの膿癖の平均最大径はgroup Aのそれより有意に大きかった。
これらのことより由飢IPBの完全圃型の鹿痕はgroupAより派生したと考えられる.またgroup
Cの完全勝型は1例であった。よってg駅mpAからの派生としては稀であると考えられた.
【緒静】腫時変化の措辞として腰痛の大きさを計測することに加え、分化の適性と増殖帯の有無
を樹べることで、胃の罪跡様式は、腸型系譜と官製系譜により異なることが明らかになった。原
型系掛こおいては低異畢度膿痔から高異型度腫癌へと移行すると考えられるが、さらなる粘膜内
癌への移行は稀であると考えられる。一方、胃型系辞において、粘膜内腺癌はほとんどがゐDO研
に発生するが、極一部蛙高異型鹿渡癖から派生するものがあることが示唆された。
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(学位胎文審査の結果の要旨) (明朝体1 1ポイント、 6 00字以内で作成のこと。 )
胃分化型腺痔の発生過鍵は、肺癌柄変を麗て癌化するのか香か、未だに不明の点が多く残さ
れている。そこで、胃粘膜内腺骨形成健農鱒を曹型と勝型の系樽に分け、早期分化型胃癌の弟
生過粗を明らかにすることを目的に研究を行った.すなわち、胃粘膜切除術(BMR)もしくは胃粘
膜下層剥離術(BSD)にて採聴された検体を、 Group A (低具軽度廉廉) 、 Group B (高異型虎腺膿
/痛論分化型腺癌) 、・ Group C (分化型腺病)に分類し、牌及び胃のマーカータンパクの免疫染色
を基に粘液形質の分類を行った。さらに、粘液形質の卑類と分化の海蝕・鹿痛の増殖との関連性
を糖亜し、以下の点を明らかにした..
l) Group Aの大部分は完全勝型形質を有するが、 Group Bの一部とGroup Cの多くは胃型形質
を有していた。
2)胃壁形質あるいは勝型形質を持つ膿痔には、それぞれ独自の権小柄変が存在していた。
3)胃壁形質を持つ腫抑ま胃腸抱合型を含め、腎型の分化の極性を有していた.
4)胃型系舟においては、粘膜内分化型腺癖はほとんどが血novoに発生した。
5)膿理系酸においては、低異型虎腺膿から高異型度腺膿へと堆属した。
本諭文は、早期分化型胃癌の弟生過轟に新しい知見を与阜たものであり.、最締故とし
て諭文内容に関連した拭間を受け合格したので、博士(医学)の学位論文に肯するものと
藩められた。
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